
地域を守り抜く社会福祉法人

～未来志向の経営戦略～
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福祉ニーズの多様化・複雑化

✓少子高齢・人口減少社会の到来

✓長期化するコロナ禍の影響

福祉ニーズの多様化・複雑化
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大規模化・協働化に関する提案

財政制度等審議会「我が国の財政運営の進むべき方向」

（2024年5月）

➢ 規模の利益を生かして、介護現場の業務の効率化
や職場環境改善を図るため、2023年度補正予算
で措置した、人材の一括採用・事務処理部門の集
約・老朽設備の更新等のための支援策を活用して、
経営の協働化・大規模化を早急に進めるべき。

➢ 今後、特に社会福祉法人における経営の協働化・
大規模化を円滑に進める環境整備を更に図ってい
くべき。
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法人制度論の再燃を憂慮

制度論 実践論

社会福祉法人の不祥事

制度論と実践論の双方から襟を正す信頼回復

権利侵害・虐待事案
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法人制度改革

✓ そもそも存在しない「経営権」の売買

✓ 役員変更の見返りに金銭の授受

✓ 役員が法人の資金を横領

ガバナンスの実効性・有効性を高める

法人制度を逸脱した事例
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合併・事業譲渡

合併 17 件 事業譲渡 56 件

合併・事業譲渡の状況

財務状況の安定化

人材の確保・育成

1

2

62.1%

48.3%

合併の目的・理由

人材確保難、収入減、経営者の高齢化 …

出典：PwC 「社会福祉法人の事業展開等のあり方に関する調査研究事業報告書」（2024年3月）
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事業譲渡の際に尊重すべき3原則

目的の

正当性

手続きの

適正性

プロセスと

結果の公開性

合併・事業譲渡はくれぐれも慎重に！
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実践紹介サイト

https://kenrimamoru.com/
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虐待・権利侵害の根絶

経営者としての
行動

職場風土

外部の

チェック

迅速な

検証・報告

育成・

資質向上

組織・体制の

構築

新たなWEBサイトでサポート

あらゆる手段を講じ実効的な対策を！



10

公益法人課税について

社会福祉法人への課税議論に備えた実践を！

令和６年度税制改正大綱

政府税制調査会報告（R5年6月）

➢ 公益法人等の課税に言及

➢ イコール・フッティング論の再燃？

実践の更なる「見せる化」も

➢ 社会福祉法人への課税に関する記述はなし

➢ 防衛力強化に係る財源確保のための税制措置
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今後の法人経営への対応

未来志向の事業展開 多角化・多機能化

ただし、地域の特性や実情を踏まえ自律的・自主的に

✓ 地域のセーフティネットとしての役割や使命

を果たしていくために

✓ 多様化・複雑化する地域のニーズに対応する

ために
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事業展開のあり方に関する指針

多角化・多機能化

✓ 「単純な大規模化」の議論に

終止符を打つための目的の明確化

✓ 地域の実情に応じた多角化・多機能化の

３つの意義・必要性を提示

検討プロセスや具体的な手法を提起！

多角化・多機能化マッチング事業を開始！

問われる福祉施設の拠点機能と役割
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事業展開のあり方に関する指針

３つの意義・必要性

本来的使命

経営基盤

の安定化

地域共生社会

の実現

未来志向による主体的な事業展開を！
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事業展開のあり方に関する指針

戦略的な視点

既存

自法人が提供するサービス・事業等

新規

対
象
者
・
対
象
地
域

既
存

新
規

市場浸透戦略 新製品開発戦略

新市場開拓戦略 多角化戦略
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社会福祉法人南山城学園

ニーズをシーズへ

障害者支援

障害者支援
機能分化

障害者支援
高齢者支援
地域相談事業

障害者支援
高齢者支援
地域相談事業
子育て支援

障害者支援
高齢者支援
地域相談事業
子育て支援
生活困窮者支援

地域のニーズに応え続ける

ニーズ を次の シーズ へ
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社会福祉法人南山城学園

多角化・多機能化のプロセス

第１期 法人設立～大規模施設化
＊利用者の高齢化、重度化、滞留化

第２期 障害特性に応じた機能分化、処遇の個別化
＊利用者の後期高齢化、最重度化、長期滞留化

第３期 高齢化した利用者への支援と並行して介護事業
へ参入／地域福祉推進拠点

第４期 理念を広げる
＊待機児童問題

第５期 地域共生社会への実現に寄与
＊新しい福祉課題

事業実地地域の広域化、新たな福祉ニーズへの対応
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全国２１法人設立

出典：厚生労働省「社会福祉連携推進法人の設立状況について」（2024年3月）

連携推進法人の創設
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連携推進法人のメリット

人材育成

経営ビジョン、事業展開

ノウハウ共有、業務効率化

法人間のコミュニケーション

サービスの質向上

1

2

3

４

有益な実践につなげるチャレンジを！

出典：PwC「社会福祉連携推進法人制度の活用の促進に関する調査研究報告書」（2024年3月）

81.8％

72.7％

72.7％

63.6％

54.5％

「大規模化」至上論を打破！

2
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連携推進法人

きょうと福祉キャリアサポート
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生産性向上の目的を示し、適切に対応！

規制改革推進会議

テクノロジー活用による配置基準の緩和人員配置基準

全国経営協主張

現場でのテクノロジー活用の目的は、

サービスの質向上や職場環境の改善

人員基準の緩和＝報酬引下げは断固反対！
特定施設の特例についても意見表明

生産性の向上、ＩＣＴ化
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生産性の向上、ＩＣＴ化

人間とAIの共存を模索

福祉＝人間にしかできない仕事

シンギュラリティー

人工知能・AI（ex. Chat GPT) ＞人間の知性
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Q. 福祉の仕事はAIに取って代わられますか？

福祉の仕事がAIによって取って代わられるかどうかは、複雑な問題です。
福祉の仕事は人間との関わりが強いため、単純にはすべての側面を
AIが置き換えることは難しいとされています。

（中略）

総じて言えば、AIは福祉の仕事を補完するツールとして活用される可
能性が高いですが、人間の温かさ、倫理的判断力、創造性などはな
かなか代替できない要素とされています。将来的には、AIと人間の協力
によってより効果的な福祉サービスが提供される可能性があります。
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テクノロジー利活用の効果

利便性向上

業務負担軽減

データ共有

多職種連携

データ利活用

サービスの質向上

人間とテクノロジー等の共存を模索！
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全社協「福祉ビジョン2020」

経営協「アクションプラン2025」

2
4

持続可能な開発目標（ＳＤＧs）について

と連動

ＳＤＧsと社会福祉法人
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2
5

ＳＤＧsと社会福祉法人

出典：日経BP「Z世代の意識調査（サステナビリティ）」（2021年12月）

SDGsや社会的課題への取り組みを行う企業に対する印象

Z世代

Z世代

Z世代
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2
6

ＳＤＧsと社会福祉法人

出典：帝国データバンク「SDGｓに関する企業の意識調査」（2022年8月）

SDGsの取組による効果

効果を実感する企業 約7割

企業イメージの向上

職員のモチベーションの向上

経営方針等の明確化

採用活動でのプラス効果

1

2

3

37.2%

31.4%

17.8%

14.0%4
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2
7

地域共生社会の実現に向けて

地域

共生社会の実現

社会福祉法人が

主導的な役割

自立的法人経営の確立

地公取の一層の推進

「全世代型社会保障の構築」への対応

社会保障は未来への投資！
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2
8

地域における公益的な取組

実施率
地域課題の

解決

生活困窮、孤独・孤立への実効的な支援！

プラットホーム登録を！

経営協会員

95％超

社福全体

69.5％

内容と成果？

33.5％（社福 189法人/登録564団体）

居住支援、就労支援への社会の期待



29

2
9

地域における公益的な取組と人材確保

公益的な取組の記載状況による新卒採用実績の差

出典：福祉医療機構「2018年度社会福祉法人の経営状況について」（2020年2月）

介護 保育 障害 全体

記載あり 記載なし

73.1%

51.1%

76.4%
64.3%

58.1%

41.3%

56.2% 52.8%
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社会福祉法人南山城学園

福祉系大学新卒者の卒論テーマ

地公取や新たな社会課題に関する卒論テーマの割合

32.6%

38.8% 39.1%

51.4% 52.0%
55.0%

62.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

【新たな社会課題に関するテーマ】

こども食堂、SDGｓ、生活困窮者支援、
居場所づくり、地域コミュニティ 等
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3
1

地域における公益的な取組と人材定着

出典：日本総合研究所「介護人材の定着促進がもたらす様々な効果分析等に関する調査研究報告書」

地域の取組への参加度合い × 人材定着
（10年以上継続勤務する職員の割合が60％以上）

0%

5%

10%

注力して取り組んでいる ほとんど＋まったく取り組んでいない

3.8%

9.1%

1.9%

5.6%

施設系 訪問系
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3
2

地域における公益的な取組の発信サイト

https://hito-chiiki-kurashi.com/
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社会福祉法人南山城学園

地域における公益的な取組の情報発信

ホームページ
事業報告書
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3
4

地域における公益的な取組

人材確保の
チャンスか

責務か

ポジティブ ネガティブ
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3
5

介護事業所の倒産状況

⚫ 倒産 1 2 2件（過去2番目）

①大手との競合・利用減少「販売不振」

②グループの連鎖倒産「他社倒産の余波」

③赤字の累積「既往のシワ寄せ」

出典：東京商工リサーチ「2023年「老人福祉・介護事業」の倒産、休廃業・解散調査」（2024年1月）

2023年 倒産・休廃業等 632件

物価高騰、競合や人材不足で利用者が減少

⚫ 休廃業・解散 5 1 0件（過去最多）
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3
6

介護事業所の倒産状況（直近 2 0 2 4年 1 - 4月期）

12
18 18

22
7

9 12

197 2

5

4

3
3

5

0

10

20

30

40

50

60

2021年 2022年 2023年 2024年

訪問介護 通所・短期入所 有料老人ホーム その他

（件）

23

37 35

51
介護事業者の倒産が過去最悪ペース

出典：東京商工リサーチ「2024年1-4月「老人福祉・介護事業」の倒産調査」（2024年1月）
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3
7

虫の知らせ＝経営者の直感
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3
8

虫の知らせ＝経営者の直感

定期的な健康診断

早期発見・早期治療
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3
9

経営協ドック 会員法人の支援

問診票による早期発見

WEB経営診断による早期診断

セミナー・専門チームによる早期治療

まずは問診票！
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4
0

全国経営協 入会案内

https://www.keieikyo.com/keieikyo/guide/admission.html
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4
1

企業選択のポイント

31.9％

35.1％

39％

41.4％社員の人間関係が良い

福利厚生が充実

給与や賞与が高い

自分が成長できる環境

2025年卒業生の意識

出典：マイナビ「2025年卒 学生就職モニター調査」（2024年3月）



42

4
2

育児休業の希望割合

出典：マイナビ「2025年卒大学生のライフスタイル調査」（2024年1月）

59.6%

59.5%

59.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男子学生

女子学生

育児休業を取って子育てしたい
育児休業は取らないが子育てはしたい
子供ができたら仕事をやめて子育てに専念したい
子育てはできるだけ相手や両親にまかせたい
今のところあまり子供は欲しくない
子育てのことなど考えたこともない
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4
3

男子学生の育児休業の希望推移

出典：マイナビ「2025年卒大学生のライフスタイル調査」（2024年1月）

32.6% 33.9%
36.6% 38.7%

43.6%

51.5%
56.5%

59.9% 61.3% 59.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

16年卒 17年卒 18年卒 19年卒 20年卒 21年卒 22年卒 23年卒 24年卒 25年卒

「育児休業を取って子育てしたい」の割合年次推移
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4
4

企業選択のポイント

35.4％

37.6％

66.4％

74.6％就職情報サイト

個別の採用ホームページ

インターン・仕事体験

説明会

会社を選ぶ手段

出典：マイナビ「2025年卒 学生就職モニター調査」（2024年3月）

自法人の魅力をPRできているか？
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社会福祉法人南山城学園

リクルートページ
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4
6

効果があった採用活動

学校訪問

ハローワーク

実習生の受入れ

新卒者採用サイト

正規職員（新卒）

出典：福祉医療機構「2023年度 特別養護老人ホームの人材確保に関する調査」（2024年2月）

1

2

3

4

正規職員（中途）

ハローワーク

人材紹介会社

職員からの紹介

転職サイト

1

2

3

4
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4
7

効果があった採用活動

学校訪問

ハローワーク

実習生の受入れ

新卒者採用サイト

正規職員（新卒）

出典：福祉医療機構「2023年度 特別養護老人ホームの人材確保に関する調査」（2024年2月）

1

2

3

4

正規職員（中途）

ハローワーク

人材紹介会社

職員からの紹介

転職サイト

1

2

3

4

直接 顔の見える

働きかけが肝
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4
8

介護業界の離職率

出典：介護労働安定センター「令和4年度介護労働実態調査」（2023年8月）等

経営協会員法人の離職率は 10.7％
経営協非会員法人の離職率は 16.1％

離職率は全体平均で14.9％

10%

15%

20%

離職率

18.0％

13.7%

民間企業 社会福祉法人

内

訳
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年代ごとの離職防止策

出典：ビジネスコンサルタント「38000名のエンゲージメント調査と離職防止策」（2024年1月）

～25歳 ～30歳 ～35歳 ～40歳 ～45歳

サポート 対話 周囲の感謝 対話 対話

好きな仕事 信頼関係 対話 信頼関係 信頼関係

対話 好きな仕事 好きな仕事 役割期待 役割期待

～50歳 ～55歳 ～60歳 ～65歳 65歳～

信頼関係 信頼関係 信頼関係 信頼関係 対話

対話 対話 対話 対話 評価の納得

評価の納得 役割期待 役割期待 役割期待 理念共感

年代ごとに愛着心を高める工夫を！
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ちょっとした話ができる関係

ホウレンソウ
（報告・連絡・相談）

ザッソウ
（雑談・相談）
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ちょっとした話ができる関係

ホウレンソウ
（報告・連絡・相談）

ザッソウ
（雑談・相談）

May I Help you?
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アルムナイ採用

自法人の知見を持ちつつ、

他での経験がプラスされた即戦力

退職者＝裏切者
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ヌルい職場

ヌルい職場 学習する職場

サムい職場 キツい職場

高

低 高
仕事の基準

心
理
的
安
全
性
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不満型退職から不安型退職へ

職場や上司に対する不満不満型退職

職場の緩さや将来に対する不安不安型退職
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学習する職場を作るために

見える化のマネジメント

職員一人一人の能力を発揮するには、

豊かなコミュニケーションが決め手
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エビデンスに基づく支援

実践 研究

学習する職場

利用者の幸福追求に向けた

エビデンスに基づく支援

仮説・検証・データ
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社会福祉法人南山城学園

実践研究発表と研究誌
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未来志向の法人経営に向けて

我々はどのように対応していくべきか？

地域の福祉を守り抜くための事業展開

✓ 少子高齢・人口減少

✓ 孤独・孤立、生活困窮、格差の拡大

✓ 人材確保、D X化…

経営協 次期・中期行動計画

未来志向の法人経営、事業展開の羅針盤
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変化への抵抗の底にあるものは無
知である。未知への不安である。
しかし、変化は機会と見なすべきも
のである。変化を機会としてとらえ
たとき、初めて不安は消える。

P・F・ドラッカー『マネジメント（下）』（ダイヤモンド社）上田惇生訳
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未来志向の法人経営に向けて

我々はどのように対応していくべきか？

地域の福祉を守り抜くための事業展開

✓ 少子高齢・人口減少

✓ 孤独・孤立、生活困窮、格差の拡大

✓ 人材確保、D X化…

経営協 次期・中期行動計画

未来志向の法人経営、事業展開の羅針盤

変わらない為に

変わり続ける
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ご静聴ありがとうございました。

P r o d u c e d  b y  A k i t a d a  I s o
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